
2025年は、ウィンナ・ワルツで知られる作曲家 

ヨハン・シュトラウスII世（1825–1899）の生誕200年にあたります。 

彼の音楽は、ウィーン・フィルが毎年元日に演奏する「ニューイヤー・コンサート」でもおなじみ。 

《美しく青きドナウ》や《トリッチ・トラッチ・ポルカ》など、 

華やかで軽やかな旋律は、世界中の新年を彩っています。 

ヨハン・シュトラウスII世 生誕200年 

【★ウィンナ・ワルツとは？】 

 ウィーン風ワルツ（Wiener Walzer）のことで、
19世紀のウィーンで大流行した３拍子の舞曲です。 

 おもに社交ダンスとして踊ることを目的に作曲さ
れており、従来のワルツよりもテンポが速く、リズム
が大きく揺れる特徴があります。 

 ヨーゼフ・ランナーとヨハン・シュトラウスⅠ世に
よって礎が築かれ、Ⅰ世の息子であるヨハン・シュト
ラウスⅡ世によってさらに発展しました。 

 当時のウィーン社交界では、舞踏会と音楽は一体
であり、シュトラウス一家のワルツは欠かせないも
のでした。 

【★ニューイヤー・コンサートとは？】 

 ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団が毎年元日に
開催する「ニューイヤー・コンサート」は、1939年か
ら続く伝統的な演奏会です。 

 おもにシュトラウス一家のワルツやポルカを演奏
し、世界90か国以上に中継されます。 

 なかでも《ピチカート・ポルカ》は、弦楽器を指では
じいて演奏するユニークな楽曲で、観ても聴いても
おもしろいおすすめの一曲です。 

「ニューイヤー・コンサート」映像資料 

① [DVD] 小澤征爾指揮 2002年 

     請求記号： DVD-253 

② [LD] カルロス・クライバー指揮 1992年 

     請求記号： BLD-111 

③ [LD] ヘルベルト・フォン・カラヤン指揮 1987年 

     請求記号： BLD-104 

そのほか多数所蔵あり 

【★ウィーン少年合唱団が歌う“シュトラウス”】 

 ウィーン少年合唱団のコンサートでは、シュトラウ
ス作品の器楽曲を合唱曲に編曲したものがよく取
り上げられています。 

 《春の声》《皇帝円舞曲》など、天使の歌声と称され
る彼らの澄んだハーモニーが、シュトラウスのワル
ツに新たな魅力を与えています。 
 

「ウィーン少年合唱団」によるLPレコード 

① [LP] 『ウィーン少年合唱団 - 美しき青きドナウ』 
      ハンス・ギレスベルガー指揮  

      請求記号： Q102.6 

② [LP] 『ウィーン少年合唱団 - 皇帝円舞曲』 
      フェルディナント・ グロッスマン教授指揮 

      請求記号： X13.5 
 

このほか、ナクソス・ミュージック・ライブラリーでもお聴き

いただけます。 
詳しくは、本紙裏面 

「 音楽資料室で利用できる オンライン音源配信サー
ビス のご案内 」をご覧ください。 

【★もっと知りたい方はこちら】 

 音楽資料室ではこのほか、ウィーンの音楽を紹介す
る本や、シュトラウス一家についてまとめられた本な
どの所蔵があります。ぜひ参考にしてみてください。 

 
① [図書]フランツ・エンドラー著 音楽之友社 2003年刊 
   『ウィーンっ子によるウィーン音楽案内』  
     請求記号： 6.52-En24-03 
  
② [図書] 岩田隆著 星雲社 2008年刊 
   『踊るミューズ : ダンス音楽の黄金時代を築いた 
    作曲家列伝』 
     請求記号： 6.99-Iw-08 
  
③ [図書] ピーター・ケンプ著 音楽之友社 1987年刊 
 『シュトラウス・ファミリー : ある音楽王朝の肖像』 
     請求記号： 6.99-K32 

   資料検索はこちらから 

   opac.t-bunka.jp 

図書のおすすめ 掲載中♪ 
音楽資料室HP--資料紹介-- 



  音楽資料室内の専用端末（PC）で 音楽を聴くことができる サービスです。 

利用したい方は カウンター にお申し出ください。 

                         ※１回１時間程度でお願いいたします。 

お待ちの方がいない場合は１時間単位で延長できます。 

 

★ナクソス・ミュージック・ライブラリー 

クラシックを中心に、200万曲以上を再生できる音楽データベースです。 

クラシック音楽を中心に現代音楽、ジャズ、民族音楽など世界各国の音楽レーベルを幅広く収録し

ています。 

 

★国立国会図書館歴史的音源（れきおん） 

1900年初頭から1950年頃までに国内で製造されたSP盤及び金属原盤等に収録された音楽･演

説等、約5万点のデジタル化された音源を聴くことができます。 

 音楽資料室で利用できる オンライン音源配信サービス のご案内  

【★たくさんいる、“シュトラウス”さん】 

「シュトラウス」という名の作曲家はたくさんいます。混同しやすいので、整理してみましょう 

ヨハン・シュトラウスI世（1804–1849） 

ヨハン・シュトラウスⅡ世（1825–1899） 

： Ⅱ世の父。行進曲《ラデツキー行進曲》で有名。 

：  2025年が生誕200年。「ワルツ王」の異名をとり、 

  社交界で絶大な人気を誇りました。 

： Ⅱ世の弟であり、繊細な作風が魅力の作曲家。 

  《天体の音楽》など。 

： ヨハン一家とは無関係。 

  交響詩《ツァラトゥストラはかく語りき》などの作曲家。 

ヨーゼフ・シュトラウス（1827–1870） 

 

リヒャルト・シュトラウス（1864–1949） 
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